
半
世
紀
ぶ
り
の
本
願
寺
史
編
纂
事
業

―
　

15
年
を
か
け
て
本
文
編
完
結　
―

◉
連
載
に
あ
た
っ
て

こ
の
た
び
本
願
寺
史
料
研
究
所
で
は
『
増

補
改
訂 

本
願
寺
史
』
第
４
巻
を
刊
行
し
ま
し

た
。
刊
行
を
記
念
し
て
、
本
号
か
ら
全
12
回
に

わ
た
っ
て
同
書
の
内
容
紹
介
を
連
載
い
た
し
ま

す
。本

号
で
は
刊
行
の
背
景
と
叙
述
の
対
象
を
中

心
に
説
明
し
、
次
号
よ
り
同
書
の
内
容
を
章
ご

と
に
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

◉
本
願
寺
史
料
研
究
所
の
は
じ
ま
り

本
願
寺
史
料
研
究
所
は
、
第
23
代
勝
如
宗
主

の
発
起
に
よ
り
１
９
５
６
（
昭
和
31
）
年
４
月

に
設
置
さ
れ
た
本
願
寺
史
編
纂
所
に
は
じ
ま
り

ま
す
。

編
纂
所
は
、
本
願
寺
の
貴
重
な
法
宝
物
類
の

調
査
・
研
究
や
本
願
寺
関
係
史
料
の
蒐
集
・
調

査
・
研
究
・
保
存
・
史
料
集
刊
行
な
ど
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
本
願
寺
に
つ
い
て
の
本
格
的

な
歴
史
叙
述
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。

１
９
６
７
（
昭
和
42
）
年
に
編
纂
所
は
現
在
の

本
願
寺
史
料
研
究
所
へ
と
発
展
し
て
い
ま
す
。

◉『
本
願
寺
史
』
編
纂
事
業

本
願
寺
史
料
研
究
所
で
は
、
親
鸞
聖
人
700

回
大
遠
忌
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
１
９
６
１

（
昭
和
36
）
年
よ
り
『
本
願
寺
史
』
の
刊
行
を
は

じ
め
ま
し
た
。
本
文
編
と
し
て
１
９
６
１
年
に

第
１
巻
、
１
９
６
８
年
に
第
２
巻
、
１
９
６
９

年
に
第
３
巻
を
刊
行
し
、
続
け
て
『
本
願
寺
年

表
』（
１
９
８
１
年
）、『
本
願
寺
史
索
引
』（
１

９
８
４
年
）
を
刊
行
し
て
い
ま
す
。
本
願
寺
の

歴
史
を
通
史
と
し
て
叙
述
し
た
同
書
は
、
教
団

内
外
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

し
か
し
、
刊
行
か
ら
半
世
紀
を
経
過
す
る
な

か
で
、
親
鸞
聖
人
や
本
願
寺
に
関
す
る
研
究
が

大
き
く
進
展
し
、
そ
う
し
た
知
見
を
盛
り
込
ん

だ
新
た
な
通
史
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。

◉『
増
補
改
訂 

本
願
寺
史
』
刊
行
へ

そ
こ
で
本
願
寺
史
料
研
究
所
で
は
、
親
鸞
聖

人
750
回
大
遠
忌
を
記
念
し
て
『
増
補
改
訂 

本

願
寺
史
』
の
刊
行
を
計
画
し
ま
し
た
。
半
世
紀

ぶ
り
の
本
願
寺
史
編
纂
事
業
と
な
り
ま
す
。

２
０
１
０（
平
成
22
）年
の
第
１
巻
刊
行
以
降
、

２
０
１
５
年
に
第
２
巻
、
２
０
１
９
年
に
第
３

巻
を
そ
れ
ぞ
れ
刊
行
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

第
１
巻
で
は
宗
祖
親
鸞
聖
人
か
ら
戦
国
期
ま

で
、
第
２
巻
で
は
安
土
桃
山
時
代
か
ら
江
戸
末

期
ま
で
、
第
３
巻
で
は
幕
末
維
新
期
か
ら
昭
和

初
期
ま
で
を
対
象
と
し
て
本
願
寺
と
教
団
の
あ

ゆ
み
を
た
ど
り
ま
し
た
。
各
巻
い
ず
れ
も
、
こ

『
増
補
改
訂 

本
願
寺
史
』
第
４
巻
刊
行
に
あ
た
っ
て
（
第
１
回
）
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の
半
世
紀
の
あ
い
だ
の
新
た
な
知
見
を
盛
り
込

ん
だ
成
果
で
す
。

そ
し
て
、
こ
の
た
び
の
第
４
巻
刊
行
に
よ

り
、
本
文
編
の
完
結
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

今
後
、
本
願
寺
史
料
研
究
所
で
は
年
表
・
索

引
の
編
集
お
よ
び
刊
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◉
第
４
巻
の
内
容

旧
版
『
本
願
寺
史
』
第
３
巻
お
よ
び
『
増
補

改
訂 

本
願
寺
史
』第
３
巻
で
は
、
１
９
３
３（
昭

和
８
）
年
の
勝
如
宗
主
の
継
職
ま
で
を
叙
述
対

象
と
し
て
い
ま
し
た
。

今
回
刊
行
と
な
っ
た
第
４
巻
で
は
、
勝
如
宗

主
継
職
か
ら
概
ね
２
０
０
０
（
平
成
12
）
年
ま

で
を
対
象
に
叙
述
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
こ
の

時
期
の
本
願
寺
教
団
の
歴
史
を
本
格
的
に
取
り

あ
げ
る
の
は
初
め
て
の
試
み
と
な
り
ま
す
。

こ
こ
で
第
４
巻
の
目
次
を
掲
出
し
て
お
き
ま

す
。

第
一
章　

戦
時
期
本
願
寺
の
あ
ゆ
み

第
二
章　

戦
後
本
願
寺
の
あ
ゆ
み

第
三
章　

教
団
組
織
の
改
革

第
四
章　

法
式
と
法
要

第
五
章　

布
教
制
度
と
教
化
団
体

第
六
章　

教
団
の
国
際
伝
道

第
七
章　

教
団
と
教
育
機
関

第
八
章　

教
団
の
社
会
活
動

第
九
章　

同
朋
運
動

第
十
章　

教
団
の
平
和
運
動

こ
の
よ
う
に
、
勝
如
宗
主
・
即
如
宗
主
・
専

如
門
主
の
ご
事
績
に
加
え
、
教
団
組
織
・
主
た

る
法
要
・
教
化
団
体
・
国
際
伝
道
・
教
育
機
関
・

社
会
活
動
・
同
朋
運
動
・
平
和
運
動
な
ど
、
多

岐
に
わ
た
る
テ
ー
マ
を
取
り
あ
げ
て
い
ま
す
。

右
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
個
別

に
取
り
あ
げ
ら
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
が
、

教
団
全
体
に
つ
い
て
の
体
系
的
な
叙
述
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

本
願
寺
史
料
研
究
所
で
は
こ
れ
ら
を
取
り
あ

げ
る
に
あ
た
り
、
関
係
史
料
を
幅
広
く
蒐
集
す

る
こ
と
に
努
め
、
そ
れ
ら
の
史
料
に
基
づ
い
て

丁
寧
に
叙
述
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。

◉
歴
史
と
課
題

戦
後
80
年
を
迎
え
る
現
在
、
歴
史
認
識
の
重

要
性
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
本
願
寺

教
団
の
近
現
代
史
を
ふ
り
返
り
、
そ
の
歴
史
か

ら
学
ぶ
こ
と
は
、
教
団
の
現
状
や
今
後
の
課
題

を
再
確
認
す
る
う
え
で
不
可
欠
で
す
。

ぜ
ひ
多
く
の
方
に
『
増
補
改
訂 

本
願
寺
史
』

第
４
巻
を
手
に
取
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ

て
お
り
ま
す
。

本
願
寺
史
料
研
究
所

『
増
補
改
訂 

本
願
寺
史
』
第
４
巻　

８
８
０
０
円
（
税
込
・
送
料
別
）

Ａ
５
判
、
908
ペ
ー
ジ　
　
　

 　
　

※
ご
注
文
は
本
願
寺
出
版
社
ま
で

『増補改訂 本願寺史』第４巻
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